
ジオパーク講演会in深浦町開催！

広報はっぽう　2018.3月号 8広報はっぽう　2018.3月号9

連載 第85回

集
落
に
咲
き
乱
れ
る
桃
の
花
を
見
て

「
桃
源
郷
」
の
よ
う
だ
と
、
紀
行
文

『
お
が
ら
の
た
き
』
に
記
録
を
残
し

て
い
ま
す
。
桃
の
花
は
現
在
も
残
っ

て
お
り
、
手
這
坂
で
は
当
時
の
光
景

を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

 

ま
た
、
「
椿
の
浦
」
（
椿
海
岸
）

で
は
海
側
に
厠
（
ト
イ
レ
）
が
立
ち

並
ぶ
図
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、
現
在

と
江
戸
時
代
と
の
対
比
も
興
味
深
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
菅
江
真
澄

の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
で
地
域
の
魅

力
を
再
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
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描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
元
祖

ジ
オ
ガ
イ
ド
と
い
っ
て
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

八
峰
町
の
菅
江
真
澄
の
足
跡

 

菅
江
真
澄
は
晩
年
を
秋
田
県
で
過

ご
し
、
県
全
域
に
く
ま
な
く
足
跡
を

残
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
菅
江
真

澄
は
特
に
秋
田
県
内
で
知
名
度
が
高

く
、
記
録
が
残
る
各
地
で
石
碑
や
看

板
が
建
立
さ
れ
、
教
育
や
観
光
に
活

用
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
秋
田
県
立
博
物
館
に
は
菅
江

真
澄
資
料
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
資
料

の
展
示
や
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

八
峰
町
へ
も
訪
れ
て
お
り
、
「
雄

島
」
や
「
手
這
坂
」
な
ど
多
く
の
場

所
で
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
手
這
坂
に
立
ち
寄
っ
た
時
に
は
、

 

講
師
は
菅
江
真
澄
研
究
会
副
会
長

の
永
井
登
志
樹
氏
が
務
め
、
菅
江
真

澄
が
記
録
し
た
深
浦
町
か
ら
八
峰
町

ま
で
の
図
絵
に
つ
い
て
紹
介
・
解
説

し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
で
は
八
峰

町
の
湧
水
「
お
殿
水
」
を
使
用
し
た

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加
者

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
ま
た
こ
う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば
来

た
い
」
と
い
う
参
加
者
も
お
り
、
深

浦
町
で
も
菅
江
真
澄
に
対
す
る
関
心

は
高
い
よ
う
で
し
た
。

菅
江
真
澄
の
魅
力

 
菅
江
真
澄
は
深
浦
町
や
八
峰
町
を

海
岸
沿
い
に
旅
行
し
、
各
地
で
風
景

や
風
土
を
描
い
た
図
絵
を
記
録
し
て

い
ま
す
。
講
演
で
は
、
菅
江
真
澄
が

残
し
た
図
絵
と
、
同
じ
場
所
だ
と
思

わ
れ
る
現
在
の
写
真
を
見
比
べ
な
が

ら
風
景
や
地
形
の
特
徴
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。

 

深
浦
町
に
は
１
９
０
７
年
に
地
震

に
よ
っ
て
隆
起
し
た
千
畳
敷
や
、
地

す
べ
り
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
十
二

湖
な
ど
大
地
の
動
き
が
つ
く
り
だ
し

た
景
観
を
観
察
で
き
る
場
所
が
あ
り

ま
す
。
永
井
氏
は
「
彼
が
記
録
し
た

図
絵
は
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
特

徴
あ
る
地
形
や
岩
石
の
様
子
が
良
く

深
浦
町
で
「
菅
江
真
澄
」
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

 

２
月
18
日
（
日
）
に
深
浦
町
ふ
れ

あ
い
と
創
造
の
館
で
「
菅
江
真
澄
の

記
録
し
た
ジ
オ
の
景
観
」
と
題
し
て

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

大
雪
と
な
り
ま
し
た
が
、
深
浦
町
、

八
峰
町
か
ら
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

★
菅
江
真
澄
（
す
が
え
ま
す
み
、

１
７
５
４
〜
１
８
２
９
）
は
江

戸
時
代
の
紀
行
家
、
博
物
学

者
。
三
河
国
（
現
在
の
愛
知
県

東
部
）
に
生
ま
れ
た
。
秋
田
県

や
青
森
県
な
ど
を
旅
行
し
、
旅

先
の
土
地
の
民
族
習
慣
、
風

土
、
宗
教
か
ら
自
作
の
詩
歌
ま

で
数
多
く
の
記
録
を
残
し
た
。

著
作
は
２
０
０
冊
以
上
に
及

び
、
89
冊
が
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

椿海岸に設置された標識板。
当時の海岸の様子が分かる。

菅江真澄が描いた「不動の滝」（左）
と現在の写真（右）

講演者の永井登志樹氏。
質疑応答も行いました。

か
わ
や

　今月は、２月10日～12日に開催されたお試し移住ツアーを紹介
します。移住促進を目的に平成27年度から開始した移住ツアー。
第６回となる今回のツアーは「寒さ対策リフォーム体験」をテーマ
に行われ、首都圏から３家族が参加しました。八峰町での田舎暮ら
しを肌で感じてもらえるツアーとなりました。

八峰町では、移住定住対策として、空き家活用
住宅や、定住奨励金、リフォーム補助金等を整
備しています。補助金等詳細は４月号に掲載予
定ですので、ぜひご覧ください。今住んでいる
人も、これから住む人も町に住み続けられるよ
う取り組んでいきます。

★お知らせ
　町では移住コンシェルジュ（地域おこし協力隊）
を募集しています。移住に関する情報発信や、移住
相談業務、移住ツアーの企画などが主な業務内容で
す。詳しくは、町ホームページをご覧下さい。

■問合せ先　八峰町企画財政課　
☎0185－76－4603

Ｑ.八峰町に戻ってきて良かったと思うことはなんですか？
家族との時間が増えたことです。
関東で働いていたころは、満員電車で通勤１時間。早くても家に帰るのは
20時。こどもが生まれて、この生活を続けていいのかと思っていました。
今は、通勤も車でストレスなく、18時からゆっくり家族との時間が取れて
います。年収は下がりましたが、家族と過ごす時間が何よりも幸せです。

Ｑ.町内外の方に伝えたい町の魅力はなんですか？
たくさんありますが、まずは、おいしい飯と酒。
これは秋田すべてに言えますが、うまい魚、野菜、山菜、酒を飲めるという
当たり前の幸せを忘れないでほしいです。
そして、雪景色の美しさです。
雪は、良い面だけでなく、雪国のつらく、苦しい冬の象徴でもありますが、
秋田の雪は美しいです。

主な内容
リフォーム体験（よくある和室をあったかい洋室に）、山本合名会社見学、しいたけの摘み取
り、きりたんぽづくり・地元住民や移住者との交流会、空き家活用住宅や町営住宅の見学　等

笑
う
ま
ち
に
は

福
来
た
る

八峰町のニュースやイベントなど
様々な角度からまちの魅力を発信します。
八峰町のニュースやイベントなど
様々な角度からまちの魅力を発信します。

八峰町移住コンシェルジュ　
鈴木　了さん


